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「もったいない」を へ
Kanagawa

Food Bank 
フードバンクかながわ 通信

日生協よりヌードルきつねうどん12,000個寄贈
賞味期限の関係で大学・行政の学生・ひとり親支援に活用

日本農産工業㈱よりスープ3万個寄贈
ヨード卵光の卵スープ、ふかひれスープ

生活協同組合ナチュラルコープヨコハマより
寄贈 米1.5㌧寄贈感謝状を贈呈

三井住友海上

運送事
業者

フードバンクかながわ
相模原市

相模原市内

フードバンク団体保険金支払い

・生活困窮者

・大学生やひとり親家庭

・こども食堂

Y.S.C.C三ツ沢球技場
サッカー試合で
フードドライブ
Y.S.C.C.

山形県米生産者から寄贈
「山形県遊佐町の今野修です。特別栽培
米ひとめぼれお送りします。ご活用ください。」

社会福祉法人の米一合運動
社福星谷会でも米一合運動を展開 アンリツ労組災害備蓄品の提供

相模原市×三井住友海上火災保険㈱×フードバンクかながわ
食品の流通時に発生した損害品をフードバンクに提供し、食品ロス削減と食品支援体制を構築する協定を締結。

関東学院大学学生が動画撮
影に訪問。ユーチューブにアップ。
SDGｓの一環でフードバンクを
取材・学びの対象とする企画が
小学校～大学生まで増えてき
た。

東京サラヤ㈱社内フードドライブ実施

無印良品
フードドライブ拠点拡大
フードドライブ実施を現在の19店
舗から県内38店舗に拡大

川崎信用金庫社内
フードドライブ

西湘地区労働者
福祉協議会
箱入りコシヒカリ
1.8㌧の寄贈

連合神奈川青年委員会研修 高野山真言宗青年
教師会フードドライブ

ユーコープ理事研修ボランティア

横浜岡田屋のフードドライブ

横須賀モアーズシテイ×
フードバンクかながわ

神奈川県SDGｓアクションに
むけたフードドライブの実践

県内50団体に拡大中

第一生命
弥生台

横浜市立大
学内でのフー
ドドライブ

関東学院大学生

磯子支部女性部

JA横浜
川上支部女性部

伊達建設
フードドライブ
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基本情報 2021年度の累計（2021/10/31現在）

合意書締結団体

寄贈締結団体 200団体
提供締結団体 253団体
行政・社協 56団体
市民団体 197団体

（子ども食堂・居場所・
施設・福祉関係）

食品回収拠点 309か所

賛助会員寄付状況

団体会員197団体 634口
632万円

個人会員 282人1,416口
1,416千円

寄付
2021年度 7,862,268円
累計 44,289,365円

９月寄贈 23.7㌧
提供 27.4㌧

10月の状況 10/1～10/30 寄贈 21.4トン 提供 22.4トン

（2020年度実績 寄贈 210㌧・提供 194㌧〉

寄贈食品計 132.6㌧

企業・生協等 84.8㌧

フードドライブ 38.2㌧

寄付金購入 9.6㌧

団体別 提供重量

企業・生協・JA等 13.7㌧

フードドライブ 7.1㌧

購入 0.6㌧

提供 132団体、197回、22.4㌧

Kanagawa
Food Bank 

団体別 提供団体 提供回数 提供重量

行政・社協 32団体 47回 4.3㌧

地域のフードバンク 22団体 49回 8㌧

こども食堂等 59団体 78回 5.7㌧

自立支援施設等 3団体 4回 0.2㌧

福祉・病院・外国関係 16団体 19回 4.2㌧

提供食品計 1431回 137.5㌧

行政・社協 349回 28.0㌧

地域フードバンク 282回 42.5㌧

こども食堂等 581回 45.3㌧

支援施設等 31回 1.7㌧

福祉・病院・外国 188回 20.0㌧

紙幅の関係で感
謝しつつ敬称略
で報告します。

寄 贈

事業者寄贈

日本農産工業(卵･ふかひれスープ)、
コカ･コーラ(スプライト)、日本
食研(たれ類)、アライドコーヒー、
フロンティア物産(チョコレート)、
ナチュラルコープヨコハマ（米

1.5㌧）、西湘労福協（米1.8㌧)、
ユーコープ(キャンセル品)、ミツ
ハシライス（米0.6㌧）

イトーヨーカドー、無印良品、
県庁、JAさがみ、そうてつロー
ゼン、連合神奈川、港北社協、
相模原労福協、伊達建設、JA横
浜、JP労組、YSCC、イオン、ク
イーンズ伊勢丹、県漁連、神奈
川青年教師会、かながわ土建、
川崎医療生協、生活クラブ、川
崎信金、金泉寺、組沢団地、県
労福協、栄区社協、東京サラヤ、
クラダシ、エル･ビー･オー、湘
南労福協、社福星谷会、第一生
命弥生台、湘南とつかYMCA、
東京炭酸、弥生特許、横須賀市、
ワークピア、ワンエイド他

〇行政・社協 前月1.2㌧減

毎月定常的な利用団体が増えて
いる。横浜市ひとり親支援1～1.3
㌧、相模原市学生支援600～750
㌧、川崎市、川崎市社協各々300
㎏、海老名市フードバンクも毎
月実施3～400㎏、茅ケ崎市は9月
より倍増し100㎏となった。川崎
母子福祉会は年1回のパントリー
実施月にあたり110㎏提供。
〇フードバンク 前月1.5㌧増

お福分けの会1.6㌧(瀬谷区)、く
ろーばーマーケット1㌧(瀬谷区)、
フードバンク神奈川プラス(横須

賀市)0.8㌧、フードバンク浜っ子
南0.5㌧、フードバンクふじさわ
0.4㌧、川崎医療生協0.6㌧、カナ
ンキリスト教会(寿町)0.5㌧
〇こども食堂等 59団体に提供。

団体数・量ともに前月より減。
無料フード＠沼間利用者が増え
たCoCoLoの会(逗子)、フリース
ペースたまりば(多摩区)、満福う
えのまち食堂(中区)、キッズカ
フェ杉田(磯子区)、となりのレス
トラン(横須賀市)等の利用が多い。
〇外国につながる人々の支援 増

ブラジルsolidario横浜3.2㌧、リ
ンクトウミャンマー125㎏など外
国支援活動への提供が大きい。

提 供

防災備蓄品

鶴見大学、小田原ガス、小川組、
マクニカ、横浜市水道局、富士
フイルム

フードドライブ

フードバンクかながわの皆様に感謝

横須賀市 顧問 永妻和子

コロナ禍で、本市はこれまで予測でき
なかった事態に陥りました。
SDGsへの意識が広がり、フードバンク

事業は徐々に注目され始めましたが、コロ
ナ禍でその重要性が一層理解されるように
なったと思います。

本市は、これまでも生活が苦しい市民の
方々に食料を提供してきましたが、親元を離れ市内に住民登
録のない下宿学生さんもご苦労されているだろうと、昨年の
ゴールデンウィークから学生食料支援を始めました。
これを契機に、作年末は大規模な食糧支援を実施し、今年
1月からはコロナ禍で減収となった全ての市民や子ども食堂
等へ、毎日食糧支援をするようになり、これまで提供した食
数は延べ３万食を超えました。
食の提供に呼応して、市役所には多くの市民・企業の方々

が食品のご寄贈にお越しくださるようになりました。
こうした取り組みを可能とした礎に、フードバンクかなが

わさんがあることは申しあげるまでもありません。ここに厚
く御礼申し上げます。
今後も様々な視点でSDGsに取り組みたい。今、改めてそ

う思っています。（筆者は前横須賀市副市長。10月にフードバン
クかながわを見学）

「在日ミャンマー人の食糧支援」

NPO法人 リンクトゥミャンマー
当会の主な活動の一つは在日ミャンマー人の

定住支援事業です。「定住支援」とは外国人が日本で安定した生活
を送るための手助けをすることです。その一環として食糧を生活が
困窮する在日ミャンマー人の方々にお配りし、現在フードバンクか
ながわ様から頂いた食糧で約50人の生活を支えています。特に最近
は、新型コロナウイルスの影響で仕事が激減して収入が不安定な在
日ミャンマー人や、ミャンマー本国のクーデターにより帰国できず、
ビザの関係で就労できない在日ミャンマー人がこうした食糧支援を
必要としています。フードバンクかながわ様に関わる全ての皆様の
ご支援に心より感謝し、今後も在日ミャンマー人の方々への食糧支
援を継続して参ります。(詳細の活動はHPをご覧ください）

「はじめてみませんか フードドライブ・食品寄贈」
情報交換会 11月24日14：00～16：30
参加者募集中 申し込みによりURL送付
info@fb-kanagawa.com

神奈川県・鎌倉市・イトーヨーカドー・日本食研・
中栄信金・フードバンクかながわの情報を共有

オンライン・情報交換会参加者募集中

2021食品ロス削減コースターデザイン募集
募集期間11月1日から2022年1月31日

小学生部門・中高校生部門・一般部門 最優秀作品をコー
スターに 最優秀・優秀作品にクオカード進呈
詳細はフードバンクかながわまでご連絡ください。

クリスマスのお菓子を募集中

募集期間11月1日～12月22日まで

昨年クリスマスのお菓子募集に、たくさん
のご寄付があり、皆様の温かい思いを施設
やひとり親世帯の子どもたちへお届けしまし
た。我慢するすることの多い子どもたちにク
リスマスのお菓子を今年も募集します。

神奈川県こども育成課子ども支援web講座
フードバンクかながわの活動掲載

寄贈・フードドラ
イブ団体拡大中

mailto:info@fb-kanagawa.com
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37号「もったいない」を へ
Kanagawa

Food Bank 
フードバンクかながわ 通信

かながわ、

横浜、神奈川プラス、ふじさわに提供

社会貢献支援財団より米寄贈

明治安田生命のフードドライブ

連合神奈川女性部研修

KDDIフードドライブ

WE21ジャパンさかえフードドライブ

中央労金防災備蓄品

県議会常任委員会の視察

横浜みなみ生活クラブよりお餅

三浦半島労福協フードドライブ

三浦市役所フードドライブご寄付

県庁のフードドライブ

弁護士会フードドライブ

南関東日野自動車フードドライブ
かながわ信金フードドライブ

公益社団 フードバンクかながわinfo@fb-kanagawa.com
236‐0051 横浜市金沢区富岡東2-4-45

℡ 045-349-5803

発行責任：藤田 誠

感謝申し上げつつ、敬称を略させて頂いております。

中永谷団地自治会フードドライブ

金沢区社協がつないで↑

YMCA戸塚

横浜市がつないで↓
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ベイシェラトンH
フードドライブ

クリスマスのお菓子
個人寄付
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基本情報 2021年度の累計（2021/11/30現在）
合意書締結団体

寄贈締結団体 205団体
提供締結団体 262団体
行政・社協 56団体
市民団体 206団体

（子ども食堂・居場所・
施設・福祉関係）

食品回収拠点 約300か所

賛助会員寄付状況

団体会員198団体 639口
639万円

個人会員 284人1,429口
1,429千円

寄付
2021年度14,161,668円
累計 50,588,765円

１０月寄贈 21.4㌧
提供 22.4㌧

11月の状況 11/1～11/30 寄贈 22.2トン 提供 21.1トン

（2020年度実績 寄贈 210㌧・提供 194㌧）

寄贈食品計 155.0㌧

企業・生協等 100.4㌧

フードドライブ 45.0㌧

寄付金購入 9.6㌧

団体別 寄贈重量

企業・生協・JA等 15.4㌧

フードドライブ 6.8㌧

提供 149団体、216回、21.1㌧

Kanagawa
Food Bank 

団体別 提供団体 提供回数 提供重量

行政・社協 31団体 44回 3.9㌧

地域のフードバンク 27団体 45回 6.2㌧

こども食堂等 72団体 96回 7.1㌧

自立支援施設等 3団体 5回 0.2㌧

福祉・病院・外国関係 16団体 26回 3.7㌧

提供食品計 1431回 158.9㌧

行政・社協 395回 32.0㌧

地域フードバンク 328回 48.9㌧

こども食堂等 681回 52.4㌧

支援施設等 36回 1.9㌧

福祉・病院・外国 214回 23.7㌧

緊急事態宣言解除を受け、活動を
開始する団体が増えている。

〇こども食堂等
10月より利用団体が13団体増、
利用1.4㌧増。中栄信金のご協力
により10団体が新たに登録。

〇地域のフードバンク
10月より５団体増、利用1.8㌧増。

〇行政・社協 前月0.4㌧減
毎月定常的な利用：相模原市学
生支援、横浜市ひとり親支援継
続

〇福祉・病院・外国関係
ブラジルsolidario横浜、DV対策
センター児童家庭支援センター、
小山高齢者支援センター、地域
福祉を考える会、たすけあい結、
カラー(B型作業所)、K2インター
ナショナルほか。

提 供

食品寄贈は
「作る責任」と「食べ物を粗末にしない」の心から

日本食研ホールディングス株式会社
お客様相談室次長 宇高 良治

四国愛媛県今治市に本社をおく調味料、加工調理食品メー

カーの日本食研ホールディングスお客様相談室宇高良治と申し

ます。フードバンク様への商品寄贈の窓口を担当しています。

スーパーのお惣菜部とか、レストラン・居酒屋さんなどの外

食店に販売しています業務用調味料、冷凍・冷蔵・常温食材の

他、焼肉のたれ晩餐館等の家庭用商品を製造販売しています。

ＣＭの「カンカンカンカンバンサンカン焼き肉焼いても！…」

というフレーズはご存知の方もいらっしゃるかと思います。

廃棄物処理のコスト削減という目的もあるのですが、フード

バンク様とお付き合いをさせていただくことで、「作る責任」

と「食べ物を粗末にしてはならない」という意識の向上、

そして社会貢献につながっていると

思います。

今後について、弊社取扱商品の大

半が業務用の調味料になっています

ので、寄贈させていただいた商品を

安心してご利用いただけるよう個々

の商品の使用方法、メニュー集等わ

かりやすい商品案内をご案内したい

と考えています。

今後ともよろしくお願いします。

（2021情報交換会でご報告いただきました）

第3回政策研究会 コロナ禍での食支援

「横浜市のひとり親と政策的支援」

第3回政策研究会は、コロナ禍で生活の苦しくなったひとり
親支援政策を、横浜市こども青少年局こども家庭課課長奥津正
仁さん、担当係長熊倉賢太郎さんに聞いた。
横浜市のひとり親世帯は26,391世帯。児童扶養手当の所得制

限は365万円でほぼ9割が相当する。コロナ禍でひとり親世帯の
生活が苦しくなった状況に対し、国・市では通常の支援のほか
に、ひとり親世帯臨時特別給付金等を支給したが、一時的な支
援にとどまる。横浜市ではさらに食を通じた継続的な生活支援
を行うと同時に、食品ロス削減にも協力頂くことを目的に「ひ
とり親世帯フードサポート事業」を実施している。一財）横浜
母子寡婦福祉会に業務を委託。月に10～15回の配布を実施。
2020年8～21年3月2,527人が利用。
21年度も継続実施している。
フードバンクかながわはこの事業

に20年度39千個９㌧を提供。
企業寄贈品、フードドライブ品

がひとり親世帯への食品支援に有
効に使われている。

利用者から寄せられたありがとうの声（横浜市）
・本当に助かっています、いただいたものは全て使いきって子ど
も達も喜んでいます、ありがとうございます。
・いつも感謝しています、私もサポートできる側に早くなりたいで
す。

2021情報交換会
「はじめてみませんか、
フードドライブ、食品寄付」

11/19

紙幅の関係で感
謝しつつ敬称略
で報告します。

寄 贈

事業者寄贈

社会貢献支援財団、日本食研、
コカ・コーラ、東京アライド
コーヒー、資生堂、食支援ネッ
トかながわ、日生協、ユーコー
プ、ミツハシライス

店舗での実施のほかに、県庁の呼
びかけで社内フードドライブも拡
がっている。
KDDI、かながわ信金、弁護士会、JA
さがみ、JP労組戸塚、三浦半島労福協、
日産オートモーティブテクノロジー労
働組合、青丘社、三浦市、ユーコープ、
W.Coオリーブ、TFT横浜支部、金泉
寺、和光紙器、横須賀市、上永谷自治
会、横浜労福協、横浜みなみ生活クラ
ブ、ナチュラルコープヨコハマ、相模
原労福協、金沢区社協、アンリツ労組、
県中央労福協、パルシステム本部セン
ター、ベイシェラトン、神奈川土建一
般労組、ABCクッキング、金沢こど
も食堂すくすく、個人の方34名から
持参、宅配で寄贈された。

フードドライブ

防災備蓄品

総務省、財務省、横浜市総務局、
東京海上日動火災保険、レザー
テック、山科工業、アクセンチュ
ア、メッデセオ、中央労金ほか

フードドライブ実施店舗増加中
イトーヨーカドー 18店舗
無印良品店舗 38店舗
そうてつローゼン 7店舗
中栄信金 16店舗
横浜岡田屋横須賀モアーズ
三越伊勢丹
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地元のお遍路姿

寄贈 22.2㌧
フードドライブ 39団体34人

フードドライブは参加しやすいSDGｓアクション、地域の多様な連携、
食品企業の思いなどの事例報告で、共感が伝わる情報交換会になった。

Zoom開催で50名が参加。

小学校に出前授業

平塚市立真土小学校1クラ
ス、大和市立下福田小学校2
クラスいずれも5年生に藤田
事務局長が食品ロスとフード
バンクをテーマに授業。｢僕
たちに何ができますか？」
「フードバンクで活動しよう
と思った理由は？」「フード
バンクはどれくらいのロス削
減につながっていますか？」
などの質問ぜめに。


